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		「個」のパネル表示モード

		「群」のパネル表示モード



		

		



		「全体」のパネル表示モード（濃淡表示）

		時間連続フレーム間差分量表示モード



		

		



		パネル強調モード

		フリーレイアウトモード



		図2 ActVisが提示可能な多彩な可視化モード
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